
■概要

■頂いた主な意見や質問への回答

日 時 会 場 来場者数

12月15日(木)
19:00~20:30

立川市立
立川第六中学校

71名

12月16日(金)
19:00~20:30

立川市立
第六小学校

207名

12月18日(日)
14:00~15:45

都立立川国際
中等教育学校

189名

○道路整備について

Ｑ 立川３・３・３０を整備する目的は

Ａ 周辺地域の以下のような課題を解決するため、立川3・3・30号線を整備します。

・立川駅周辺は南北方向の幹線道路が少なく、交通の集中する立川通りが混雑
・事業予定区間周辺の道路では、歩道が無い又はあっても十分に幅員が確保されていないなど、
歩行者（通学路）や自転車利用者の安全性確保が不十分

・混雑した立川通りを避けるため、駅へ向かう車が生活道路に流入
・幅員８ｍに満たない道路が多く、震災時の安全な避難経路・緊急輸送路の確保が不十分

Ｑ 都道145号線から南側の区間も事業を進めて欲しい

Ａ 都道145号線から南側の区間についても、今年の３月に策定した「東京における都市計画
道路の整備方針（第四次事業化計画）」の中で、今後１０年間のうちに優先的に整備すべ
き路線として選定しており、事業化に向けて地元市など関係者と協力しながら進めてまい
ります。

Ｑ 陸上自衛隊東立川駐屯地横の現在の道路はどちら側に広がるのか

Ａ 自衛隊側へ拡幅する計画となっております。

○日時・会場・来場者数

○説明内容

○説明会の様子

立川第六中学校 第六小学校

立川国際中等教育学校

1.立川東大和線の概要
２.事業予定区間の概要
３.事業予定区間の都市計画変更素案
４.今後の進め方



Ｑ 立川3･3･30号線につながる、立川3･2･10号線、ＪＲ中央線北側の側道、国立3･4･8
号線はいつできるのか知りたい

Ａ 各路線については、立川3･3･30号線と同じく、第四次事業化計画の中で今後１０年間の
うちに優先的に整備していく路線に位置付けており、立川市・国立市が立川３・３・３０号
線の進捗に合わせて整備をしていきます。

Ｑ 立川３・４・２５の整備はいつ行うのか

Ａ 本路線の必要性は確認しておりますが、今後10年間で整備する計画には位置付けておりません。
まちづくりの動向なども見ながら、次の段階で検討します。

Ｑ 不安な点など、どこに相談すればよいか

Ａ 下記問い合わせ先へご連絡ください。
（都市計画に関すること）東京都 都市整備局 都市基盤部 街路計画課 TEL 03(5388)3293
（事業に関すること） 東京都 建設局 道路建設部 計画課 TEL 03(5320)5323

Ｑ 補償の流れが知りたい

Ａ 都市計画決定後、事業概要説明会を開催し、用地測量を実施します。その後、 事業認可を取得
し、事業認可取得後の用地説明会の中で補償内容についてご説明します。
用地説明会後、各地権者の方と個別に具体的な補償のお話を進めることになります。

Ｑ どういった補償がされるのか、具体的に知りたい

Ａ 個々に事情が異なるため、現段階で具体的な補償内容についてお答えできません。事業認可取得
後の用地説明会にてご説明いたします。
なお、一般的な補償としては、例えば、土地売買代金、物件補償金、塀など工作物や立ち木、引っ

越し費用、仮住まい費用などがあります。

○環境について

Ｑ この道路ができた場合、騒音や振動など周辺環境が変化するのではないか
Ｑ 周辺環境の変化が予測される場合、さらに道路を広げるなど道路の整備内容は変わるのか

Ａ 今後、環境影響評価の手続きを実施する中で環境への影響について検討します。

○補償について

○その他

Ｑ 今後どういった流れで進んでいくのか、スケジュールを知りたい

Ａ 本日頂いたご意見等を踏まえ、都市計画変更案を作成するとともに環境影響評価の手続きを行い、
皆様のご意見を聴きながら都市計画変更の手続きを進めます。
本説明会後、都市計画決定と環境影響評価の手続きをするのに概ね３年程度かかります。都市

計画決定後、測量等を実施し、事業認可取得まで概ね２年程度かかります。

事業認可取得後、用地交渉を始め、用地の空き状況に応じて工事に着手していきます。

○今後の流れについて

○道路整備について（続き）

Ｑ 人口減少に向かう中、整備を行う理由は

Ａ 最新の予測によると、東京都の人口は平成37年頃にピークを迎え、その後緩やかに減少していく
という、全国とは異なる傾向です。道路は、自動車交通のためだけでなく地域の防災性の向上や安
全で快適な都市空間の創出など、まちづくりを支える最も基本的なインフラであるため、今
後も都市計画道路の整備を進めていきます。


